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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種

対
象
と
な
る
具
体
的
な
職
種
は

　

市
は
優
先
接
種
の
対
象
を
教
職
員

な
ど
と
し
て
い
る
が
、
他
に
ど
う
い
っ

た
職
種
の
人
が
い
る
の
か
。
ま
た
、
教

職
員
へ
の
接
種
は
、
夏
季
休
暇
を
利

用
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
は
。

市市　
保
育
士
、
幼
稚
園
・
学
校
教

職
員
に
加
え
、
民
生
委
員
が
対
象

　

保
育
士
、
幼
稚
園
・
学
校
教
職
員

に
加
え
、
民
生
委
員
が
対
象
と
な
る
。

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
授
業

な
ど
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
調
整

し
、
接
種
時
期
は
７
月
中
旬
以
降
に

な
る
の
で
、
夏
季
休
暇
に
入
る
も
の

と
考
え
る
。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
へ
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
を

　

市
は
、
保
育
士
、
教
職
員
、
高
齢

者
施
設
従
事
者
な
ど
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
を
表
明
し

た
。
加
え
て
、
保
育
士
と
同
様
に
日
々

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
る
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
へ
の
優
先

接
種
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員

も
優
先
接
種
の
対
象
に
含
め
る

　

学
校
か
ら
引
き
続
き
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
を
実
施
す
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
学
校
と
一
体
の

も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
支
援

員
も
優
先
接
種
の
対
象
に
含
め
る
。
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優
先
接
種
対
象
者
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
確
認
方
法
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
優

先
接
種
対
象
と
な
る
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者
、

保
育
士
、
教
職
員
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
確
認
方
法
は
。

市市　
一
定
の
事
前
申
告
期
間
中
に
所
定

の
方
法
で
電
子
申
請
に
よ
り
確
認

　

接
種
券
の
送
付
後
、
一
定
の
事
前

申
告
期
間
を
設
け
る
。
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
は
疾
患
名
と
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
名
を
、
施
設
従
事
者
な
ど

は
勤
務
先
発
行
の
証
明
書
の
写
真
を

添
付
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

電
子
申
請
し
た
内
容
を
確
認
す
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
民
生
委
員
に
よ
る

高
齢
者
の
孤
立
対
策
の
現
状
は

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
外
出
控
え
な
ど

に
よ
り
、
高
齢
者
が
地
域
で
孤
立
す

る
懸
念
が
あ
る
。
孤
立
を
防
ぐ
た
め

の
民
生
委
員
の
役
割
と
現
状
は
。

市市　
感
染
予
防
対
策
を
し
な
が
ら
孤

立
対
策
を
含
め
て
活
動
し
て
い
る

　

民
生
委
員
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、

精
神
的
に
困
難
が
あ
る
人
の
問
題
解

決
を
、
関
係
機
関
な
ど
と
協
力
し
て

支
援
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

高
齢
者
の
孤
立
対
策
と
し
て
、
電
話
、

手
紙
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
の
会
話

で
の
安
否
確
認
な
ど
、
感
染
予
防
対

策
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
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人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を

　

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
も
市
に
制
定
を
求
め
て
来
た
が
、

未
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
県
内
15

市
の
う
ち
既
に
13
市
が
制
定
し
て
い

る
。
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
条
例
の
制
定
を
求
め
る
。

市市　
本
年
度
中
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
の
制
定
を
目
指
す

　
「
手
話
が
言
語
で
あ
る
」
と
い
う
認

識
に
基
づ
き
、
手
話
の
普
及
や
理
解

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本

年
度
中
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の

制
定
を
目
指
す
。

全
市
民
参
加
型
の
総
合
防
災
訓
練
を

　

倉
敷
市
総
合
防
災
訓
練
は
参
加
者

が
限
定
的
で
あ
る
。
市
民
一
人
一
人

の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
訓
練
に

合
わ
せ
市
民
が
思
い
思
い
の
形
で
参

加
す
る
、
全
市
民
参
加
型
に
し
て
は
。

市市　
広
く
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

　
市
民
の
防
災
意
識
な
ど
の
向
上
、
関

係
機
関
の
連
携
強
化
な
ど
を
目
的
に

開
催
し
て
い
る
。
今
年
は
市
民
に
各

家
庭
で
家
具
の
固
定
や
非
常
持
ち
出

し
品
の
確
認
な
ど
に
よ
る
参
加
を
広

く
呼
び
か
け
る
。
訓
練
当
日
は
、
屋

２

６月定例会６月定例会
質　問健

康
・
福
祉

防
　
　
災

市
政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣
　
敦
子

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

新
政
ク
ラ
ブ

瀧
本
　
　
寛



外
拡
声
塔
や
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

な
ど
で
訓
練
実
施
を
周
知
す
る
。
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個
別
避
難
計
画
の
策
定
を

　

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の
円

滑
な
避
難
の
た
め
に
、
個
別
避
難
計

画
策
定
が
急
務
で
あ
る
。
い
つ
ま
で

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

市市　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
を
進
め
、
関
係
各
団
体
と
協
議
中

　

個
別
避
難
計
画
と
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
人
そ

れ
ぞ
れ
の
避
難
実
施
支
援
者
や
避
難

先
、
避
難
経
路
な
ど
を
定
め
る
計
画

の
こ
と
。
優
先
度
が
高
い
人
は
、
５

年
以
内
程
度
で
策
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
自
力
避
難
が
困

難
な
人
を
抽
出
し
て
名
簿
の
作
成
を

進
め
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
る
。
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災
害
時
の
住
ま
い
の
確
保
は

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
際
に
、
急
務

と
な
る
建
設
型
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
予
定
地
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
必
要
戸
数
が
確
保
で
き
な
い

場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

市市　
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
む

　

災
害
時
に
県
が
設
置
す
る
応
急
仮

設
住
宅
の
候
補
地
は
、
市
内
16
カ
所

を
県
に
報
告
し
て
お
り
、
今
後
も
公

共
用
地
な
ど
の
活
用
を
検
討
す
る
。

賃
貸
型
の
応
急
仮
設
住
宅
は
、
県
が

不
動
産
協
会
な
ど
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
市
で
は
市
営
住
宅
の
空
き
住

戸
を
活
用
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
住
ま
い
の
確
保
に
努
め
る
。
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防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は

　

新
た
な
防
災
拠
点
と
な
る
防
災
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な

機
能
が
強
化
さ
れ
る
予
定
か
。

市市　
消
防
局
と
防
災
危
機
管
理
室
が

連
携
し
て
災
害
の
状
況
な
ど
を
迅
速

に
共
有
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
も
整
備
す
る

　

消
防
局
と
防
災
危
機
管
理
室
を
同

じ
建
物
内
に
配
置
、
連
携
さ
せ
、
災

害
の
状
況
や
１
１
９
番
通
報
の
内
容

な
ど
を
迅
速
に
共
有
す
る
。
ま
た
緊

急
対
応
時
、
関
係
機
関
か
ら
の
リ
エ

ゾ
ン
な
ど
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
な
る

会
議
室
を
確
保
し
、
迅
速
に
情
報
を

収
集
・
共
有
・
発
信
す
る
た
め
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
も
整
備
す
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は

　
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
80
％

が
産
業
部
門
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ

の
部
門
へ
の
排
出
抑
制
の
取
り
組
み

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
表

明
し
た
市
の
本
気
度
が
試
さ
れ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

市市　
市
民
や
企
業
と
と
も
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む

　

市
が
今
回
表
明
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
市
民
を
は
じ
め

多
く
の
人
の
協
力
で
成
り
立
つ
も
の

と
考
え
る
。
産
業
部
門
の
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
企
業
か
ら
も
取
り
組
み
が
出
さ
れ

て
お
り
、
共
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
、

今
後
の
本
市
の
取
り
組
み
は

　

脱
炭
素
化
へ
協
働
の
取
り
組
み
を

進
め
る
連
携
中
枢
都
市
圏
の
事
例
も

聞
く
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
有
す

る
市
の
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実

現
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市市　
ク
ー
ル
く
ら
し
き
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
改
定
す
る
中
で
検
討
す
る

　

令
和
４
年
度
か
ら
改
定
作
業
に
入

る
「
ク
ー
ル
く
ら
し
き
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
高
梁
川
流
域
市

町
と
の
連
携
を
含
め
て
、
市
民
、
事

業
者
、
民
間
団
体
な
ど
と
連
携
・
協

力
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。
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瀬
戸
内
海
の
栄
養
塩
を
増
や
し
、

豊
か
な
海
へ
の
転
換
を

　

瀬
戸
内
海
の
栄
養
塩
が
不
足
し
、

ノ
リ
の
色
落
ち
や
漁
獲
量
に
影
響
し

て
い
る
。
こ
の
た
び
課
題
解
決
に
向

け
法
律
が
改
正
さ
れ
た
が
、
栄
養
塩

を
増
や
す
た
め
の
市
の
取
り
組
み
は
。

市市　
関
係
漁
業
者
と
意
見
交
換
な
ど

も
行
い
な
が
ら
判
断
し
て
い
く

　

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

の
改
正
で
、
豊
か
な
海
を
目
指
し
県
知

事
が
栄
養
塩
類
の
濃
度
管
理
に
関
す

る
計
画
を
策
定
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
の
放
流
水
質
の
管
理
に
つ

い
て
、
７
月
中
く
ら
い
に
関
係
漁
業

者
と
意
見
交
換
し
判
断
し
て
い
く
。

３

環
　
　
境

公
明
党
倉
敷
市
議
団

井
出
　
妙
子

未
来
ク
ラ
ブ

赤
澤
　
幹
温

未
来
ク
ラ
ブ

片
山
　
貴
光

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志

無
会
派

時
尾
　
博
幸

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦



脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
、
公
用
車

の
電
気
自
動
車
へ
の
代
替
え
は

　

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
、
公
用

車
を
電
気
自
動
車
な
ど
へ
代
替
え
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
車
よ

り
高
額
の
た
め
、
計
画
的
に
行
う
べ

き
で
あ
る
。
現
時
点
で
代
替
え
へ
の

対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市市　
市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

　

公
用
車
の
電
動
化
は
必
要
と
考
え

る
。
現
状
は
、
電
気
自
動
車
の
航
続
可

能
距
離
や
価
格
面
な
ど
か
ら
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
な
ど
が
中
心
。
今
後
、
急

速
な
技
術
開
発
や
増
産
も
期
待
さ
れ
、

市
場
の
動
向
も
見
な
が
ら
電
気
自
動

車
導
入
を
検
討
す
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
、
い
じ
め
な
ど

の
相
談
体
制
の
構
築
を

　

深
刻
化
す
る
い
じ
め
に
対
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を
構
築

す
れ
ば
、
相
談
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が

り
、
い
じ
め
防
止
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
児
童
生
徒
が
、
よ
り
相
談
し

や
す
い
体
制
を
整
え
る

　

市
で
は
、
電
話
や
面
接
、
メ
ー
ル

で
の
相
談
な
ど
、
相
談
者
に
直
接
寄

り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。
一
人

一
台
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
オ
ン

ラ
イ
ン
で
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
が
、
よ
り
相

談
し
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
く
。

◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

小
・
中
学
校
に
整
備
の
児
童
生
徒
一
人

一
台
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
目
標
は

　

小
・
中
学
校
に
整
備
し
た
児
童
生

徒
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
の
、
年
度
ご

と
の
活
用
目
標
は
。
ま
た
、
目
標
は

現
場
と
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

市市　
段
階
的
な
活
用
目
標
を
設
定

し
て
い
る

　

今
年
度
は
各
ク
ラ
ス

で
１
日
１
～
２
回
以
上
、

令
和
４
年
度
は
１
日
２

～
３
回
以
上
、
授
業
で
活
用
す
る
こ

と
が
目
標
。
令
和
５
年
度
は
小
学
校

高
学
年
以
上
で
、
令
和
６
年
度
以
降

は
全
学
年
で
、
日
常
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
目
標
。
こ
の
目
標
は
、
研
修

会
を
通
じ
学
校
内
へ
周
知
し
て
い
る
。

◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
事
業
者
が
変
わ
っ
た

場
合
の
支
援
員
の
雇
用
継
続
は

　

令
和
５
年
度
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
運

営
の
法
人
委
託
が
本
格
実
施
さ
れ
る

が
、
委
託
先
は
一
定
期
間
で
再
度
公

募
す
る
の
か
。
ま
た
、
運
営
事
業
者

が
変
わ
っ
た
場
合
、
勤
務
し
て
い
る

支
援
員
の
雇
用
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

市市　
新
た
な
法
人
の
公
募
要
件
で

支
援
員
な
ど
の
雇
用
継
続
を
求
め
る

　

法
人
委
託
の
本
格
実
施
後
も
、
問

題
な
く
安
定
し
た
運
営
が
で
き
て
い

る
限
り
、
同
じ
法
人
事
業
者
に
委
託

を
継
続
す
る
。
法
人
事
業
者
が
事
業

撤
退
し
た
場
合
は
、
新
た
な
法
人
の

公
募
要
件
と
し
て
、
現
に
勤
務
中
の

支
援
員
な
ど
の
雇
用
継
続
を
求
め
る
。

自
転
車
保
険
へ
の
加
入
義
務
化
を

　

自
転
車
利
用
の
増
加
は
よ
い
こ
と

だ
が
、
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
化
や
、
自

転
車
事
故
の
重
大
化
が
見
ら
れ
る
。

万
一
の
場
合
、
事
故
被
害
者
が
補
償

さ
れ
る
よ
う
、
保
険
加
入
の
義
務
化

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
県
が
条
例
制
定
の
研
究
を

進
め
る
と
聞
い
て
い
る

　

国
が
都
道
府
県
な
ど
に
、
条
例
な

ど
に
よ
る
保
険
へ
の
加
入
義
務
付
け

を
要
請
し
て
お
り
、
県
は
条
例
制
定

の
研
究
を
進
め
る
と
聞
く
。
市
も
保

険
へ
の
加
入
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
、
保
険
加
入
の
重
要
性
を

市
民
に
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。
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民
間
企
業
型
の
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
の
周
知
を

　

企
業
が
社
員
に
代
わ
り
奨
学
金
を

返
還
で
き
る
民
間
企
業
型
奨
学
金
返

還
支
援
制
度
は
、
企
業
側
に
も
税
負

担
軽
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
の

制
度
を
地
元
企
業
に
働
き
か
け
れ
ば
、

地
元
に
若
者
が
定
着
す
る
の
で
は
。

市市　
市
内
企
業
に
制
度
の
周
知
を

積
極
的
に
図
っ
て
い
く

　

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
企
業
が
増

え
れ
ば
、
奨
学
金
返
済
に
苦
労
す
る

若
者
の
経
済
的
、
心
理
的
負
担
を
軽

減
し
、
人
材
の
定
着
・
確
保
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
市
内
企
業
へ
の

周
知
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

４４

子
ど
も
・
教
育

く
ら
し
・
生
活

新
政
ク
ラ
ブ

大
橋
　
健
良

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之

公
明
党
倉
敷
市
議
団

仙
田
　
貴
孝

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

三
村
　
英
世

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田
　
尊
典



市
民
要
望
の
進
捗
の
情
報
共
有
は

　

市
民
要
望
に
つ
い
て
の
関
係
者
間

で
の
情
報
共
有
が
不
十
分
と
感
じ
る
。

市
民
へ
の
情
報
共
有
や
進
捗
状
況
の

報
告
に
つ
い
て
、
行
政
と
市
民
と
の

間
に
入
っ
て
い
る
農
業
土
木
委
員
と

は
、
ど
の
よ
う
に
共
有
し
て
い
る
か
。

市市　
要
望
者
と
な
る
農
業
土
木
委
員

と
必
要
に
応
じ
情
報
共
有
し
て
い
る

　

農
業
土
木
委
員
は
、
地
区
ご
と
に

水
路
や
道
路
な
ど
に
関
す
る
市
民
要

望
を
取
り
ま
と
め
、
市
に
要
望
し
て

い
る
。
市
は
、
農
業
土
木
委
員
に
要

望
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
伝
え
、
実

施
予
定
時
期
の
変
更
な
ど
が
生
じ
た

場
合
も
、
そ
の
都
度
連
絡
し
て
い
る
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

海
の
駅
を
利
用
し
や
す
く
す
る

た
め
の
工
夫
が
必
要
で
は

　

く
ら
し
き
・
こ
じ
ま
海
の
駅
は
、

徒
歩
圏
に
コ
ン
ビ
ニ
、
Ｊ
Ｒ
児
島
駅
、

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
な
ど
が
あ
り
立
地

に
恵
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
を
結
び
付
け
、

利
用
し
や
す
い
海
の
駅
を
目
指
し
た

工
夫
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
う

　
地
域
資
源
活
用
の
た
め
、
海
の
駅
施

設
案
内
と
と
も
に
、
周
辺
ア
ク
セ
ス

や
観
光
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
全
国
の
事
例
調

査
を
行
い
機
能
向
上
に
つ
な
げ
る
。
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◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇

小
田
川
河
川
敷
の
活
用
策
は

　

小
田
川
の
再
樹
林
化
を
防
止
す
る

た
め
、
河
川
敷
に
お
い
て
水
辺
空
間

を
活
用
し
な
が
ら
、
国
、
市
、
各
種

団
体
が
連
携
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
国
、
市
、
地
域
団
体
な
ど
が

連
携
し
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

　

民
間
団
体
に
よ
る
河
川
敷
活
用
の

奨
励
や
、
呉
妹
、
服
部
地
区
で
の
許
可

を
受
け
た
酪
農
企
業
に
よ
る
牧
草
地

と
し
て
の
利
用
事
例
の
よ
う
に
、
国

は
水
辺
空
間
の
利
活
用
を
促
進
し
た

い
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
、国
、市
、

地
域
団
体
、
企
業

な
ど
が
連
携
し
、

良
好
な
河
川
環
境

の
保
全
に
向
け
取

り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

投
票
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

　

今
年
秋
ま
で
に
衆
議
院
議
員
総
選

挙
の
予
定
だ
が
、
投
票
率
向
上
に
向

け
、
選
挙
期
間
中
の
広
報
活
動
な
ど

が
重
要
。
今
ま
で
以
上
に
工
夫
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市市　
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
な

ど
も
参
考
に
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

と
も
連
携
し
準
備
を
進
め
る

　

選
挙
期
間
中
の
啓
発
は
重
要
と
考

え
る
。
今
後
、
他
の
自
治
体
の
取
り

組
み
な
ど
も
参
考
に
、
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
は
県
選
挙
管
理
委
員
会
と

も
連
携
し
、
選
挙
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
効
果
的
な
取

り
組
み
が
展
開
で
き
る

よ
う
、準
備
を
進
め
る
。
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分
か
り
や
す
い
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
な
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
を

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
同
じ
く
緊

急
事
態
宣
言
が
出
て
い
る
他
市
と
比

べ
て
情
報
量
が
多
す
ぎ
、
字
も
小
さ

く
分
か
り
に
く
い
。
高
齢
者
や
弱
視

の
人
に
も
見
や
す
い
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市市　
今
後
も
知
ら
せ
た
い
内
容
が
分

か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
工
夫
す
る

　

そ
の
時
々
で
重
要
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
現
状
の
構
成
の
中
で
、
な
る

べ
く
分
か
り
や
す
く
見
や
す
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
る
。
今
後
も
市
民
に

知
ら
せ
た
い
内
容
が
、
分
か
り
や
す

く
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。
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公
共
工
事
の
平
準
化
の
進
捗
は

　

令
和
元
年
６
月
議
会
で
公
共
工
事

の
施
工
時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
受
注
者
が
着
工
時
期
な
ど
を

選
べ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
な
ど
の
新

た
な
平
準
化
策
を
検
討
し
て
は
。

市市　
引
き
続
き
平
準
化
に
努
め
る

　

債
務
負
担
行
為
の
設
定
や
繰
越
明

許
費
の
活
用
、
早
期
発
注
な
ど
に
よ

り
、
年
間
工
事
量
の
偏
り
の
な
さ
を

示
す
指
標
で
あ
る
平
準
化
率
で
、
市

は
県
内
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
今

後
、
新
た
な
平
準
化
策
に
つ
い
て
国

や
県
な
ど
の
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
引

き
続
き
平
準
化
率
の
向
上
を
目
指
す
。

５

総
　
　
務

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

北
畠
　
克
彦

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

守
屋
　
弘
志

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二
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第
7弾

市議会キッズページ市議会キッズページ

市
し
議
ぎ
会
かい
の議
ぎじょう
場は、市

し
役
やくしょ
所の３階

かい
にあります。

議
ぎじょう
場では市

し
議
ぎ
会
かい
の４３人

にん
の議

ぎ
員
いん
全
ぜんいん
員が集

あつ
まって、市

しちょう
長などといろいろなことを話

はな
し合

あ
い、

最
さいしゅうてき
終的な結

けつろん
論を出

だ
していきます。

議
ぎじょう
場での会

かい
議
ぎ
の様

ようす
子は、誰

だれ
でも直

ちょくせつ
接、見

み
たり聞

き
いたりできるほか、

インターネットで生
なまちゅうけい
中継や録

ろく
画
が
配
はいしん
信もしています。

議
ぎじょう

場ってどんなところ？

②議
ぎちょうせき
長席

①市
ししょくい

んせき

職員席

⑤議
ぎ
員
いん
席
せき

③演
えんだん
壇

④質
しつもんせき
問席

①市
ししょくいんせき職員席

⑦記
きしゃ
者席
せき

⑥傍
ぼうちょうせき
聴席

②議
ぎちょうせき
長席：議

ぎちょう
長（議

ぎ
会
かい
の代
だいひょう
表）が座

すわ
る所
ところ

①市
ししょくいんせき
職員席：市

しちょう
長や職

しょくいん
員が座

すわ
る所
ところ

③演
えんだん
壇：市

しちょう
長や議

ぎ
員
いん
の代
だいひょうしゃ
表者が話

はなし
をする所

ところ

⑤議
ぎ
員
いん
席
せき
：議

ぎ
員
いん
が座
すわ
る所
ところ

④質
しつもんせき
問席：議

ぎ
員
いん
が市

し
長
ちょう
に質
しつもん
問をする所

ところ

⑥傍
ぼうちょうせき
聴席：会

かい
議
ぎ
を見

み
に来

き
た人
ひと
が座
すわ
る所
ところ
（64席

せき
、車椅子スペースもあります）

⑦記
き
者
しゃ
席
せき
：新
しんぶん
聞記

き
者
しゃ
などが取

しゅざい
材する所

ところ

３
階かい

４
階かい

この議
ぎじょう

場は、市
し

民
みんかいかん

会館や倉
くらしきこくさい

敷国際ホテルの設
せっけい

計を手
て

が
けた倉

くらしき
敷市

し
出
しゅっしん

身の建
けんちく

築家
か

が設
せっけい

計しているんだ。壁
へ き が

画を
たくさん使

つか
ったり、入

い
り口

ぐち
を着

き も の
物の形

かたち
にするなど、こ

だわってつくられているよ。

倉
くらしき
敷市

し
議
ぎ
会
かい

インターネット議
ぎかいちゅうけい
会中継

※録
ろく
画
が
配
はいしん
信はいつでも見

み
ることができます

今回、請願の求めている国への意見書提出や、市への採択請願の送付はしていません　　　　　　　　　



件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無
令和３年度倉敷市一般会計補正予算（第３号）
　新型コロナウイルス感染症対策として、高齢者施設などの従事者を対象としたＰＣＲ検査などを実施
する経費、感染症の拡大により売り上げに大きな影響を受けた中小企業などを支援する事業継続特別支
援金交付事業費、庁舎等再編整備事業費、また、復興防災公園（仮称）整備事業費、学校防災教育推進
事業費など、約２５億４，４００万円の増額を計上。（×のところは、庁舎等再編整備事業費、東京オリ
ンピック・パラリンピック関係経費、市営あちてらす倉敷自転車駐車場の使用料徴収について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市自転車等駐車場条例の改正について
　市営あちてらす倉敷自転車駐車場を設置するとともに、駐車料金の徴収に係る規定を整備するなどの
ためのもの。（×のところは、市営あちてらす倉敷自転車駐車場の使用料徴収について反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和３年度倉敷市一般会計補正予算（第４号）
　国が新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の給付を決定したことに伴い、総合支援資金の
再貸付を終了した世帯などに対して、単身世帯６万円、２人世帯８万円、３人以上世帯１０万円を最大
３か月給付するための事業費、約４億１，０００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 市長提出議案など（予算案２件、条例案 12 件、事件案５件、人事案４件、専決２件、報告７件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

７

○：賛成   ×：反対(　　　　　　) 未－未来クラブ　創ーくらしき創生クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員議案等審議状況

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無
倉敷市に「２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロ宣言」を求めることについて
　令和２年１０月、菅首相が２０５０年までの脱炭素社会の実現を目指すことを宣言した。温室効果ガス
排出実質ゼロの目標は経済界も含め歓迎しており、すでに日本の目標として共有されている。市長も、「日
本が世界と足並みをそろえ、取り組みを推進することは重要」としている。倉敷市に「２０５０年温室効果
ガス排出実質ゼロ宣言」を行い、パリ協定の１．５℃目標に整合した計画への見直しと、一般市民、とりわ
け将来の環境の影響を受ける若い世代を含むオープンな議論に基づき、速やかに行動に移すことを求める。

趣旨
採択

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方財政の充実、強化を求める意見書の提出について　（内容は下記の議員提出議案に記載しています） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「より安全な学校給食」の実現に関することについて
　倉敷市は地元産米の１００% 使用など、先進的取り組みを行っているが、パンなどに使われる外国産
小麦からは除草剤成分が検出されている。農薬には子どもの発達障がい増加への影響も指摘される中、
他自治体では有機野菜や地元産小麦などを使った、より安全な学校給食に取り組み、国も有機農産物の
学校給食導入を支援し始めている。学校給食に、地元産で農薬がより少ない農産物を段階的に増やすこと、
国産小麦（できれば県内産）のより積極的な使用、主食は「米飯」を基本に頻度を増やすことを求める。

趣旨
採択

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

加齢性難聴者への補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書の提出について
　加齢性難聴はコミュニケーションを困難にするなど生活の質を落とす大きな原因になっており、鬱や
認知症の危険因子との指摘もある。日本の補聴器使用率は欧米に比べ低く、普及が求められるが、補聴
器は片耳当たりで約３～２０万円、保険適用がなく全額自己負担である。高齢者が心身共に健やかに過
ごし、認知症の予防、ひいては健康寿命の延伸、医療費の削減につなげるため、国において、加齢性難
聴者の補聴器購入に対する公的補助制度を創設することを強く要望する。

趣旨
採択

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

● 議員提出議案
件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無

倉敷市議会会議規則の改正について
　多様な人材の市議会への参画を促進して議員のなり手確保につなげるため、本会議、委員会の欠席理
由として、出産の場合の産前産後の期間や、育児、介護などを規定し、また、請願の提出の際、署名が
あれば押印を不要とする規定とするため、規則を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市議会委員会条例の改正について
　予算委員会を予算決算委員会とするため、条例を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市議会政務活動費の交付に関する条例の改正について
　政務活動費を暫定的に減額するため、条例を改正するもの。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地方財政の充実、強化を求める意見書の提出について
　地方自治体は人材が不足し、疲弊する職場実態の中、新型コロナウイルスの出現によるワクチン接種
体制の構築、防疫体制強化など、即時の対応が求められる課題と同時に、少子・高齢化の進展、近年多
発する大規模災害、またデジタル・ガバメント化への対応も迫られている。国が新型コロナウイルスへ
の対応に巨額の財政出動を行う中、２０２２年度以降の地方財源の十分な確保には、大きな不安がある。
２０２２年度政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍による新たな行政需要なども把握しな
がら、歳入、歳出を的確に見積り地方財政の確立を目指すよう国に求める。（同趣旨の意見書を国に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 趣旨採択・・・請願の趣旨や考え方に理解できる部分はあるが採択まではできないという決定
今回、請願の求めている国への意見書提出や、市への採択請願の送付はしていません　　　　　　　　　



８

市議会からのお知らせ

月 日 ( 曜日 ) 会議日程

９

  1( 水 ) 本会議：開会、議案上程、提案理由説明
7( 火 ) ～ 9( 木 ) 本会議：質問

10 ( 金 ) 本会議：質問
委員会：予算決算

13 ( 月 ) 委員会（予算決算分科会）：保健福祉 ･ 環境水道
15 ( 水 ) 委員会（予算決算分科会）：市民文教 ･ 文化産業
17 ( 金 ) 委員会（予算決算分科会）：総務 ･ 建設消防
24 ( 金 ) 委員会：予算決算
28 ( 火 ) 本会議：委員長報告 ､ 議決 ､ 閉会

倉敷市議会 第３回定例会日程 ( 予定 )

※正式には開会予定日の 1 週間前に開催される
　議会運営委員会で決まります。

　あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。
テーマは自由です。市内のイベント、風景など、倉敷市の魅
力あふれる写真をお送りください。採用になった作品は、次
号の表紙に掲載させていただきます。

次号の表紙写真を募集します！！　次号の表紙写真を募集します！！　
あなたのお気に入りの１枚を送ってくださいあなたのお気に入りの１枚を送ってください

　　（令和３年 9 月期募集）
　令和３年９月１日（水）～ 令和３年１０月２０日（水）

※詳しくは、市議会ホームページ（市議会だより
表紙写真募集案内）をご覧ください。

赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄
中西　公仁

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ

荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
難波　朋裕
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団

末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団

井出　妙子
生水　耕二
梶田　省三
仙田　貴孝
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ

小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

議長のため
採決に加わらず

※

新　　風
くらしき

芦田　泰宏
尾﨑　勝也
中島　光浩
日向　　豊
平井　俊光

【          】【          】未来クラブ 新政クラブ【          】
秋田　安幸
塩津　　学
時尾　博幸
藤原　薫子

無 会 派【          】

（無会派：会派に属さない議員）

くらしき市議会だよりが、議会報コンクールで優秀賞を受賞しました！
 

　『くらしき市議会だより』第１３６号（令和２年１２月１日発行）が、中核市議会議長会の第１６回議会報
コンクールで、優秀賞を受賞しました。平成３０年の第１３回コンクールに続いての受賞です。今回は、新た
に表紙写真を公募にしたことや、一般質問ページの紙面構成の工夫が評価されました。
　今後も、多くの方に倉敷市議会に関心を持っていただけるよう、読みやすい市議会だよりを目指します。

【議員２８年以上】
【議員２０年以上】
【議員１６年以上】
【議員１２年以上】
                          

【議員８年以上】    

中国市議会議長会表彰
森　　　守　　大橋　　賢　　秋田　安幸　　齋藤武次郎
原田　龍五　　三村　英世
末田　正彦　　塩津　　学　　時尾　博幸　　赤澤　幹温
中西　公仁　　北畠　克彦　　塩津　孝明　　大橋　健良
荒木　竜二　　藤井　昭佐　　中島　光浩　　難波　朋裕
大守　秀行　　片山　貴光　　松成　康昭　　日向　　豊

● 委員会提出議案
件　　名 結果 未 創 公 政 風 共 青 無

単県医療費公費負担制度に係る補助率の見直しを求める意見書の提出について
　岡山県の単県医療費公費負担制度における本市への補助率について、小児医療費については平成３０
年度に４分の１に引き上げられたが、政令市である岡山市を除く県内他市町村が全て２分の１であるの
に対し、依然として、本市のみ補助率が引き下げられている状況は、遺憾である。
　岡山県においては、単県医療費公費負担制度の目的、趣旨に鑑みて、同じ県民である倉敷市民がひと
しく恩恵を受けられるよう、補助率を２分の１に戻すことを強く要望する。（同趣旨の意見書を県に提出）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市議会議員の表彰
  中国市議会議長会から表彰を受けた議員に対して６月７日に表彰状の伝達を行いました。

　　　 受賞者を代表して、森守議員が、議長より表彰状を受け取りました。


